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健診受診率に関する集計

健診受診率については、国保・協会けんぽともに受診率の低下を認めた。新型コロナウイルスの影響（受診控えや健診機関の一時受

付停止など）が推測される。また、年齢階級別の受診率については、国保においては高齢者ほど受診率が高くなる一方で、協会けん

ぽにおいては高齢者ほど受診率が低くなっている。

■国保 ■協会けんぽ ■国保 ■協会けんぽ

2017 2018 2019 2020 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70-74

１

新型コロナ

ウイルスの

感染拡大

健診受診率、年数×保険種別×性別 健診受診率、2020年度・年齢階級×保険種別×性別
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２
有所見率、健診項目×年数×保険種別×性別

BMI、腹囲、収縮期血圧・拡張期血圧、eGFRは年度毎に有所見率が増加しており、健康状態の悪化が懸念される。有所見率を性別で比較
すると男性が高い。

健診有所見者率に関する集計
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レセプトに関する集計 高額レセプトの構成比（件数・点数） 2019年度

高額レセプトの構成比について、件数・点数ともに「新生物（腫瘍）」「循環器系の疾患」で４割以上を占めている。

「循環器系の疾患」には、高血圧・狭心症・心筋梗塞・心不全・脳梗塞・脳出血などが含まれる。

高額レセプト 構成比（件数）

新生物（腫瘍） 循環器系の疾患 その他の疾患（18項目）

※高額レセプトの定義 ８万点以上

※

高額レセプト 構成比（点数）

循環器系の疾患 新生物（腫瘍） その他の疾患（18項目）

新生物（腫瘍）

23.3％

循環器系の疾患

20.6％

循環器系の疾患

24.6％

新生物（腫瘍）

21.8％

３
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レセプトに関する集計 BMI判定レベル別 レセプト順位 ２０１９年度

BMI判定レベル別のレセプト順位については、件数・点数ともに肥満度の高い順に高い。

１位

２位

３位

４位

５位

６位

普通体重（BMI18.5以上25未満）

低体重（BMI18.5未満）

肥満3度（BMI35以上40未満）

肥満2度（BMI30以上35未満）

肥満1度（BMI25以上30未満）

普通体重（BMI18.5以上25未満）

低体重（BMI18.5未満）

肥満3度（BMI35以上40未満）

肥満2度（BMI30以上35未満）

肥満1度（BMI25以上30未満）

レセプト　（件数） レセプト　（点数）

肥満４度（BMI40以上） 肥満４度（BMI40以上）

４
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健診とレセプトに関する集計 BMI判定レベル別 レセプト件数 ２０１９年度

BMIが高いほど、１人当たりのレセプト件数が増加する傾向にある。
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＜18.5：低体重 ＜25：普通体重 ＜30：肥満度１度 ＜35：肥満度2度 ＜40：肥満度3度 ≧40：肥満度4度

肥満度（BMI)別の健診受診者1人当たりレセプト件数男 女
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健診とレセプトに関する集計 BMI判定レベル別 レセプト点数 ２０１９年度６

0.0
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＜18.5：低体重 ＜25：普通体重 ＜30：肥満度１度 ＜35：肥満度2度 ＜40：肥満度3度 ≧40：肥満度4度

肥満度（BMI）別の健診受診者１人当たりレセプト点数男 女

2,380.5

1,326.4

1,675.6

1,279.1

1,619.1

1,368.3

1,696.5

1,425.3

1,696.0
1,546.7

1,780.8 1,665.5

BMlが高いほど、１人当たりのレセプト点数が増加する傾向にあるものの、最もレセプト点数が高いレベルはBMI18.5以下の低体重となっ
ている。これは疾病の重症化による体重減少の影響が考えられる。
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肥満度リスク保有割合（BMI２５以上）【協会けんぽ被保険者35歳以上74歳未満】７
2020年全国健康保険協会生活習慣病予防健診の結果より
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肥満度リスク保有割合（BMI２５以上）【協会けんぽ被保険者35歳以上74歳未満】８
2020年全国健康保険協会生活習慣病予防健診の結果より

男性 女性


